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－  270  －－  270  －
山
根
明
大 
著
『
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
政
治
思
想
史
ー
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
期
の
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
』（
小
林
）
従
っ
て
、
こ
の
作
品
は
、
一
五
四
〇
年
代
に
宮
廷
外
と
い
う
立
場
か
ら
政
治
的
意
識
が
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
同
様
な
点
は
、
本
書
が
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
の
発
展
期
に
お
い
て
扱
っ
て
い
る
下
院
議
員
ピ
ー
タ
・
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
に
よ
る
一
五
七
六
年
の
議
会
演
説
に
出
て
く
る
「
言
論
の
自
由
」
に
着
目
し
た
議
論
に
も
当
て
は
ま
る
。
こ
の
演
説
は
、
議
会
に
お
け
る
エ
リ
ザ
ベ
ス
に
対
す
る
批
判
（
王
権
批
判
）
と
し
て
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
の
こ
の
演
説
は
、
著
者
の
言
う
政
治
的
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
意
識
の
急
進
化
（
一
五
九
〇
年
頃
―
一
六
〇
三
年
）
に
見
ら
れ
た
王
権
批
判
と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ウ
ェ
ン
ト
ワ
ー
ス
の
言
説
を
考
慮
す
る
と
、
一
五
八
〇
年
代
か
ら
既
に
王
権
批
判
が
み
ら
れ
た
と
解
釈
す
べ
き
か
、
そ
う
で
な
い
と
す
る
と
一
五
八
〇
年
代
の
王
権
批
判
と
急
進
化
の
時
期
の
王
権
批
判
と
の
異
な
る
点
を
丁
寧
に
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
　
著
者
の
言
う
三
段
階
解
釈
に
は
他
に
も
疑
問
が
残
る
。
例
え
ば
、
本
書
は
一
五
九
〇
年
頃
～
一
六
〇
三
年
の
政
治
的
意
識
の
急
進
化
の
事
例
と
し
て
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
に
よ
る
「
マ
ー
プ
レ
リ
ト
書
簡
」
言
説
を
分
析
し
て
い
る
が
、
本
書
二
五
九
頁
で
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
一
五
七
〇
・
八
〇
年
代
の
グ
リ
ン
ダ
ル
及
び
カ
ー
ト
ラ
イ
ト
の
言
説
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
換
言
す
る
と
、
彼
ら
の
言
説
を
取
り
上
げ
る
と
す
る
と
、
時
代
区
分
で
は
第
四
章
の
発
展
期
に
該
当
す
る
が
、
内
容
的
に
は
急
進
化
の
時
期
に
該
当
す
る
の
か
定
か
で
は
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
論
に
つ
い
て
書
い
て
あ
る
ト
マ
ス
・
フ
ロ
イ
ド
『
完
全
な
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
』
（
一
六
〇
〇
年
）
は
、
著
者
の
言
う
急
進
化
の
時
代
区
分
の
中
で
ど
の
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
書
は
政
治
的
意
識
の
急
進
化
の
事
例
と
し
て
王
権
批
判
を
し
た
演
劇
を
挙
げ
て
い
る
が
、（
宮
廷
内
）
演
劇
と
一
五
八
〇
年
代
の
「
公
共
圏
」
と
の
関
連
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
以
上
、
本
書
が
掲
げ
た
先
行
研
究
の
問
題
点
に
対
す
る
本
書
の
論
述
方
法
に
つ
い
て
評
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
政
治
的
意
識
の
展
開
を
時
系
列
に
沿
っ
て
区
分
し
解
釈
す
る
と
、
扱
う
史
料
を
広
げ
る
際
に
よ
り
丁
寧
に
論
証
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
　
本
書
は
、
先
行
研
究
の
整
理
の
仕
方
に
課
題
を
残
し
つ
つ
も
、
限
ら
れ
た
史
料
の
言
説
を
丁
寧
に
分
析
し
、
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
と
い
う
概
念
・
言
語
を
社
会
の
中
で
検
証
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
社
会
全
体
を
描
き
出
す
に
は
、
今
後
よ
り
多
く
の
史
料
を
用
い
て
論
じ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
果
た
し
て
著
者
の
い
う
政
治
的
意
識
の
形
成
・
発
展
・
急
進
化
の
三
段
階
の
時
代
区
分
は
適
切
か
、
ま
た
意
識
の
言
説
が
見
ら
れ
た
空
間
に
つ
い
て
齟
齬
が
生
じ
な
い
か
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
（
防
衛
大
学
校
人
間
文
化
学
科
准
教
授
）
